
付
録
二

翻

刻

『
安
政
四
年　

在
方
御
改
正
御
用
日
記
』　
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一
、『
安
政
四
年　

在
方
御
改
正
御
用
日
記
』︵
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
︶
よ
り
、
岩
室
村
成
立
に

関
わ
る
史
料
を
翻
刻
す
る
。

一
、
史
料
の
体
裁
は
、
つ
と
め
て
原
文
の
形
に
そ
う
よ
う
に
し
た
が
、
編
集
の
関
係
で
文
字
の
大

き
さ
や
改
行
・
割
り
付
け
が
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、
適
宜
、
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
付
し
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
記
・
誤
字
は
訂
正
し
た
。

一
、
本
文
中
の
朱
書
き
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
黒
に
統
一
し
た
。
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高
草
郡

︵
中
略
︶

一
、
入
百
姓
弐
拾
軒　
　
　

新
村
御
趣
向

此
分
岩
室
之
際
え
小
屋
懸
住
居

被　

仰
付
御
渡
し
之
田
畑
左
之
通

　

畝
数
拾
八
町
弐
反
五
畝
半
歩

　
　

内
五
字
下
吉
山

六
字
岩
室

七
字
細
工
田

八
字
賀
露
田

九
字
畳
田

　

九
町
壱
反
七
畝
五
歩
半　
　

安
長
村
分

三
町
六
反
三
畝
拾
三
歩
半　
　

御
上
作
廻
地

　

内

五
町
五
反
三
畝
弐
拾
弐
歩　
　

自
分
所
持

七
拾
六
字
中
河
原
姿

八
拾
壱
字
上
河
原

　

弐
町
六
畝
弐
拾
八
歩

四
反
八
畝
弐
歩　
　
　
　
　
　
　

御
上
作
廻
地

　

内

壱
町
五
反
八
畝
弐
拾
六
歩　
　
　

自
分
所
持

拾
六
字
は
た
ち

拾
七
字
中
間
岩
室

弐
拾
三
字
岩
室

弐
拾
四
字
大
坪

　

四
町
九
反
三
畝　
　
　
　
　

湖
山
村
分

九
畝
六
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
上
作
廻
地

　

内

四
町
八
反
三
畝
弐
拾
四
歩　
　
　

自
分
所
持

七
拾
六
字
中
河
原
姿

八
拾
壱
字
上
河
原

　

弐
町
七
畝
九
歩　
　
　
　
　

賀
露
村
分

壱
町
壱
反
拾
六
歩　
　
　
　
　
　

御
上
作
廻
地

　

内

九
反
六
畝
弐
拾
三
歩　
　
　
　
　

自
分
所
持
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九
字
岩
室
飛
傍
示

　

拾
八
歩　
　
　
　
　
　
　
　

吉
山
村
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
分
所
持

内
〆
拾
八
町
弐
反
五
畝
半
歩

　

内
五
町
三
反
壱
畝
七
歩
半　
　
　
　

御
上
作
廻
地

残
而
拾
弐
町
九
反
三
畝
弐
拾
三
歩　
　

自
分
所
持

　

此
分
新
村
為
御
趣
向
被
成
御
引
取

　

候
ニ
付
、
為
代
地
左
之
通
被
遣

安
長
村
分

御
上
作
廻
地
之
内

　

田
五
町
六
反
程　
　
　
　弐

村
分
自
分
所
持

差
出
し
候
者
え

秋
里
村
分

御
上
作
廻
地
之
内

　

田
壱
町
六
反
程　
　
　
　南

隈
村
分
自
分
所
持

差
出
し
候
者
え

湖
山
村
分

御
上
作
廻
地
之
内

　

田
四
町
九
反
程　
　
　
　湖

山
村
分
自
分
所
持

差
出
し
候
者
え

賀
露
村
分

御
上
作
廻
地
之
内

　

田
壱
町
程　
　
　
　
　
　賀

露
村
分
自
分

所
持
差
出
し
候
者
え

四
口
〆
拾
三
町
壱
反
程

多
少
甲
乙
見
計
夫
々
え

御
渡
被
遣

一
、
入
百
姓
弐
拾
軒　
　
　

新
村
御
趣
向

此
分
岩
室
之
際
え
小
屋
懸
住
居

被　

仰
付

　
　
　

内

　
　

壱
軒　
　

中
ノ
上

　
　
　
　
　
　
　
　

安
長
村
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手
代
三
郎
右
衛
門
次
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
兵
衛

︵
以
下
十
八
軒
中
略
︶

右
之
者
共
岩
室
村
入
百
姓
、
先
達
而

取
極
候
場
所
え
小
屋
懸
住
居
被

仰
付
拾
六
人
分
左
之
通
被
遣

　

一
、
銀
札
四
貫
八
百
目　
　
　
　

小
屋
懸
料

　

一
、
同
弐
貫
四
百
目　
　
　
　
　

農
具
代

　

一
、
米
拾
九
石
弐
斗　
　
　
　
　

作
扶
持

　

右
入
百
姓
之
も
の
共
、
小
屋
敷
地
変
種

　

間
損
銀
被
遣
候
様
願
出
候
ニ
付
、
左
之
通

　

被
遣
候
事

　
　

一
、
銀
札
百
弐
拾
目

小
屋
懸
敷
地
変

種
間
銀
ニ
而
被
遣

残
而
壱
軒　
　

此
分
止

　
　

七
月
四
日

一
、
左
之
趣
去
月
廿
七
日
御
家
老
中
え
申
達
候
処

　

直
ニ
御
聞
届
相
済
候
ニ
付
、
高
草
郡
御
郡
役
え
御
郡
奉
行

　

安
藤
惣
右
衛
門
連
名
、
左
之
通
申
遣
し
候
事

高
草
郡
安
長
・
湖
山
・
賀
露
・
南
隈
右

四
ヶ
村
傍
示
境
之
田
畑
、
右
何
れ
之
村
々

よ
り
も
相
遠
く
、
開
作
行
届
不
申
年
々

致
違
作
候
ニ
付
、
右
田
畑
為
手
入
、
右
安
長
・

湖
山
両
村
分
字
岩
室
と
申
所
え
新
規

出
百
姓
申
付
、
先
拾
八
軒
程
小
屋
懸
ヶ
仕
候
積
ニ

御
座
候
、
然
ル
処
締
合
不
宜
儀
も
御
座
候
ニ
付
、

此
度
御
領
内
限
岩
室
村
と
唱
へ
別
村
え
被

仰
付
候
様
申
上
候

但
し
御
聞
届
被
遣
候
ハ
ヽ
、
御
高
物
成
下
札
書

分
ヶ
相
渡
申
候
、
此
段
も
申
上
置
候

　

御
郡
仕
出
し

然
は
安
長
・
湖
山
両
村
分
字
岩
室
と

申
所
え
、
新
規
出
百
姓
拾
七
軒
先
達
而

小
屋
懸
住
居
被　

仰
付
置
候
処
、
締
合

不
宜
儀
も
有
之
ニ
付
、
先
御
領
内
限
岩
室

村
と
唱
へ
別
村
え
被　

仰
付
候
間
、
左
様

相
心
得
、
此
旨
可
被
申
渡
候
、
依
而
右
人
別
之
内

村
役
人
取
極
名
前
可
被
申
達
候
、
右

猶
以
右
拾
七
軒
之
者
共
、
岩
室
村
え

新
根
帳
拵
へ
元
村
之
根
帳
面
は
夫
々

為
消
可
被
申
候
、
以
上




